










要約 厚生省 SIDS 研究班においては乳幼児突然死症候群(SIDS)の全国的なモニタリングを

開始したが、本稿ではその予備的な調査より、本症の疫学的事項の結果を報告する。

 SIDS 213 症例(剖検例 69 例、非剖検例 144 例)を集計したが、月齢分布では 1～6 力月が

72.2%を占めく男児が58.2%であった。発生の季節では 12～2 月の症例が 34.3%を占め、寒

い季節に多いことが認められた。SIDS 発症児は低出生体重児、早産児、若い母親からの

出産児、人工栄養児に多い傾向も認められ、欧米の報告と同様な危険因子を確認できた。

母親の年齢、母親の喫煙、発生場所、分娩や当該児の発育、就寝時の体位などについても

紹介したが体位の問題は今回のデータから結論づけることは早急であり、今後の検討にま

ちたい。


